
ご使用に先立ち、この取扱説明書をよくお読みい
ただき本機の性能を十分ご理解の上で、適切な取
り扱いと保守をしていただいて、い
つまでも安全に能率よくお使いくだ
さるようお願い致します。
なお、この取扱説明書はお手元に大
切に保管してください。

取 扱 説 明 書

165mm
スライドマルノコ

このたびはスライドマルノコをお買い上げ賜わり
厚くお礼申し上げます。

モデル LS0612F
（ライト、ブレーキ付）

モデル LS0612FL
（レーザー、ライト、ブレーキ付）

二重絶縁

このマークを表示した製品は二重
絶縁構造ですのでアース（接地）
する必要はありません。
マキタ製品は電気用品安全法に基
づく技術上の基準に適合、または
準じて（電気用品安全法適用外の
製品）製造されております。
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主要機能

・ 改良のため、主要機能および形状などは変更する場合がありますので、ご
了承ください。

LS0612F LS0612FL

電動機 直巻整流子電動機

電圧 単相交流 100V

電流 11A

周波数 50-60Hz

消費電力 1050Ｗ

回転数 4,200min-1（回転 / 分）

刃物寸法
外径 155mm ～ 165mm

内径 20mm

切断能力
（高さ×幅

：mm）

左 45° 0° 右 45°

0°
※ 36 × 275

(20mm)
30 × 312

※ 55 × 275
(20mm)

46 × 312

※ 20 × 275
(20mm)

15 × 312

左右 45°
※ 36 × 190

(15mm)
30 × 215

※ 55 × 190
(15mm)

46 × 215

※ 20 × 190
(15mm)

15 × 215

右 57° ―
※ 55 × 145

(10mm)
46 × 165

―

注）・※印は、当て木を使用した場合の切断能力を示します。
・カッコ内の数値は、使用する当て木の厚さを示します。
・数値は、外径 165mm のノコ刃を使用したときの値を

示します。

ターンベース
回転角度範囲

左 47°～ 0°～右 57°

ノコ刃傾斜
角度範囲

左右 0°～ 45°（リリースレバー操作時 46°）

レーザー出力 ― 1mＷ 以下（クラス 2）

本機寸法 奥行き 550ｍｍ ×幅 400ｍｍ ×高さ 465ｍｍ

質量 9.1kg 9.2kg

モデル

主要機能

ノコ刃傾斜
角度

ターン
ベース角度
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注意文の ・ ・ の意味について

ご使用上の注意事項は と ・ に区分していますが、

それぞれ次の意味を表します。

警告 : 誤った取り扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷
を負う可能性が想定される内容のご注意。

注意 : 誤った取り扱いをしたときに、使用者が傷害を負う可能
性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定さ
れる内容のご注意。

なお に記載した事項でも、状況によっては重

大な結果に結びつく可能性があります。いずれも安全に
関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってく
ださい。

注 : 製品および付属品の取り扱い等に関する重要なご注意。

警告 注意 注

警告 注意 注

注意
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安 全 上 の ご 注 意
JPA001-16

･ 火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐために、「安全上のご注意」を
必ず守ってください。

･ ご使用前に、この「安全上のご注意」すべてをよくお読みのうえ、正しく
使用してください。

･ お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管し
てください。

･ 他の人に貸し出す場合は、いっしょに取扱説明書もお渡しください。

警告

安全作業のために：
ご使用前に取扱説明書を必ずよくお読みください。
1. 作業場は、いつもきれいに保ってください。
・ ちらかった場所や作業台は、事故の原因となります。

2. 作業場の周囲状況も考慮してください。
・ 電動工具は、雨ざらしにしたり、湿った、またはぬれた場所で使用しないでく

ださい。
・ 作業場は十分に明るくしてください。
・ 可燃性の液体やガスのある所で使用しないでください。

3. 感電に注意してください。
・ 電動工具を使用中、身体を、アースされているものに接触させないようにして

ください。（例えば、パイプ、暖房器具、電子レンジ、冷蔵庫などの外枠）

4. 子供を近付けないでください。
・ 作業者以外、電動工具やコードに触れさせないでください。
・ 作業者以外、作業場へ近付けないでください。

5. 使用しない場合は、きちんと保管してください。
・ 乾燥した場所で､子供の手の届かない安全な所、または鍵のかかる所に保管し

てください。

6. 無理して使用しないでください。
・ 安全に能率よく作業するために、電動工具の能力に合った速さで作業してくだ

さい。

7. 作業に合った電動工具を使用してください。
・ 小型の電動工具やアタッチメントは、大型の電動工具で行なう作業には使用し

ないでください。
・ 指定された用途以外に使用しないでください。

8. きちんとした服装で作業してください。
・ だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具は、回転部に巻き込まれる恐れがあ

るので着用しないでください。
・ 屋外での作業の場合には、ゴム手袋と滑り止めのついた履物の使用をおすすめ

します。
・ 長い髪は、帽子やヘアカバーなどで覆ってください。

9. 保護めがねを使用してください。
・ 作業時は、保護めがねを使用してください。また、粉じんの多い作業では、防

じんマスクを併用してください。
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10. 防音用保護具を着用してください。
・ 騒音の大きい作業では、耳栓、耳覆い（イヤマフ）などの防音用保護具を着用

してください。

11. 集じん装置が接続できるものは接続して使用してください。
・ 電動工具に集じん機などが接続できる場合は、これらの装置に確実に接続し、

正しく使用してください。

12. コードを乱暴に扱わないでください。
・ コードを持って電動工具を運んだり、コードを引っ張って電源コンセントから

抜かないでください。
・ コードを熱、油、角のある所に近づけないでください。

13. 材料を加工する工具では、材料をしっかりと固定してください。
・ 材料を固定するために、クランプや万力などを利用してください。手で保持す

るより安全で、両手で電動工具を使用できます。（材料を動かして加工する製
品を除く。）

14. 無理な姿勢で作業をしないでください。
・ 常に足元をしっかりさせ、バランスを保つようにしてください。

15. 電動工具は、注意深く手入れをしてください。
・ 安全に能率よく作業していただくために、刃物類は常に手入れをし、よく切れ

る状態を保ってください。
・ 注油や付属品の交換は、取扱説明書に従ってください。
・ コードは定期的に点検し、損傷している場合は、お買い上げの販売店、または

当社営業所に修理をお申し付けください。
・ 延長コードを使用する場合は、定期的に点検し、損傷している場合には交換し

てください。
・ 握り部は、常に乾かしてきれいな状態に保ち、油やグリスなどが付かないよう

にしてください。

16. 次の場合は、電動工具のスイッチを切り、電源プラグを電源コンセン
トから抜いてください。

・ 使用しない、または修理する場合。
・ 刃物、砥石、ビットなどの付属品を交換する場合。
・ その他危険が予想される場合。

17. 調節キーやレンチなどは、必ず取りはずしてください。
・ 電源を入れる前に、調節に用いたキーやレンチなどの工具類が取りはずしてあ

ることを確認してください。

18. 不意な始動は避けてください。
・ 電源につないだ状態で、スイッチに指を掛けて運ばないでください。
・ 電源プラグを電源コンセントに差し込む前に、スイッチが切れていることを確

かめてください。

19. 屋外使用に合った延長コードを使用してください。
・ 屋外で使用する場合、キャブタイヤコード、またはキャブタイヤケーブルの延

長コードを使用してください。

警告
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警告

20. 油断しないで十分注意して作業を行ってください。
・ 電動工具を使用する場合は、取扱方法、作業の仕方、周りの状況など十分注意

して慎重に作業してください。
・ 疲れている場合は、使用しないでください。

21. 損傷した部品がないか点検してください。
・ 使用前に、保護カバーやその他の部品に損傷がないか十分点検し、正常に作動

するか、また所定機能を発揮するか確認してください。
・ 可動部分の位置調整および締め付け状態、部品の破損、取り付け状態、その他

運転に影響をおよぼす全ての箇所に異常がないか確認してください。
・ 破損した保護カバー、その他の部品交換や修理は、取扱説明書に従ってくださ

い。取扱説明書に記載されていない場合は、お買い上げの販売店、または当社
営業所に修理をお申し付けください。スイッチが故障した場合は、お買い上げ
の販売店、または当社営業所に修理をお申し付けください。

・ スイッチで始動および停止操作の出来ない電動工具は、使用しないでください。

22. 正しい付属品やアタッチメントを使用してください。
・ この取扱説明書および当社カタログに記載されている付属品やアタッチメント

以外のものを使用すると、事故やけがの原因となる恐れがあるので使用しない
でください。

23. 電動工具の修理は、専門店にお申し付けください。
・ この製品は、該当する安全規格に適合しているので改造しないでください。
・ 修理は、必ずお買い上げの販売店、または当社営業所にお申し付けください。
・ 修理の知識や技術のない方が修理すると、十分な性能を発揮しないだけでなく、

事故やけがの原因となります。

この取扱説明書は、大切に保管してください。
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スライドマルノコ安全上のご注意

先に電動工具としての共通の注意事項を述べましたが、スライドマルノコと
して、さらに次に述べる注意事項を守ってください。

JPB138-4

警告

1. 使用電源は、銘板に表示してある電圧で使用してください。
・ 表示を超える電圧で使用すると、回転が異常に高速となり、けがの原因になり

ます。

2. 安全カバーは絶対に固定したり取り外したりしないでください。また、
円滑に動く事を確認してください。

・ ノコ刃が露出したままですとけがの原因になります。

3. ノコ刃は、銘板に表示してある範囲内のノコ刃を使用してください。
・ けがの原因になります。

4. 切断する材料は、バイスで確実に固定して作業してください。
・ 確実に固定していないと、けがの原因になります。

5. 材料の切り落とし側が大きいときは、切り落とし側にも安定性のよい
台を設けてください。

・ このような台がないとけがの原因になります。

6. 使用中は、本機を確実に保持してください。
・ 確実に保持していないと、本機が振れ、けがの原因になります。

7. 使用中は、ノコ刃や回転部、切粉の排出部に手や顔などを近づけない
でください。

・ けがの原因になります。

8. 切断途中で、ノコ刃を回転させたまま本機を戻そうとすると、強い反
発力が生じ、けがの原因になります。その場合、スイッチを切り回転
が完全に止まってから本機を持ち上げるようにしてください。

9. 使用中、本機の調子が悪かったり、異常音がしたときは、直ちにス
イッチを切って使用を中止し、お買い上げの販売店、または当社営業
所に点検・修理を申し付けください。

・ そのまま使用していると、けがの原因になります。

10. 誤って落としたり、ぶつけたときは、ノコ刃や本機などに破損や亀裂、
変形がないことをよく点検してください。

・ 破損や亀裂、変形があると、けがの原因になります。
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注
･ 電源が離れていて、延長コードが必要なときは、本機を最高の能率で支障

なくご使用いただくために、十分な太さのコードをできるだけ短くお使い

ください。

･ 延長コードは本機のコードと同じような被ふくを施したコードを使用してください。

注意

1. 傾斜のない平たんな場所にすえ付けて、安定した状態にしてください。
・ 不安定な状態だと、けがの原因になります。

2. 刃物類（ノコ刃など）や付属品は、取扱説明書に従って確実に取り付けてください。
・ 確実でないと、はずれたりし、けがの原因になります。

3. ノコ刃にヒビ、割れなどの異常がないことを確認してから使用してください。
・ ノコ刃が破損し、けがの原因になります。

4. 使用中は、軍手など巻き込まれる恐れがある手袋を着用しないでください。
・ 回転部に巻き込まれ、けがの原因になります。

5. 作業前に、人のいない方向にノコ刃を向けて空転させ、本機の振動や
ノコ刃の面振れなどの異常がないことを確認してください。

・ 異常があるとけがの原因になります。

6. 切断する材料の下に障害物がないことを確認してください。
・ 強い反発力が生じ、けがの原因になります。

7. 材料に釘などの異物がないことを確認してください。
・ 刃こぼれだけでなく、反発により思わぬけがの原因になります。

8. 切断しようとする材料の前方に手を置いたり、コードを材料の上に乗
せたまま作業しないでください。

・ 手を切ったり、コードを切断し、感電の恐れがあります。

9. 回転するノコ刃で、コードを切断しないように注意してください。
・ 感電の恐れがあります。

10. 高所作業のときは、下に人がいないことをよく確かめてください。ま
た、コードを引っかけたりしないでください。

・ 材料や本機などを落としたときなど、事故の原因になります。

11. 切断砥石を取り付けて使用しないでください。
12. レーザー光を直接のぞきこまないでください。
・ レーザー光が目に直接当たると、目を傷める原因になります。

使用できる延長コードの太さ（公称断面積）と最大長さの目安

コードの太さ
（導体公称断面積）

銘板記載の定格電流値で使用できる長さの目安

～ 5A 5 ～ 7A ―

0.75mm2 20m 10m ―

コードの太さ
（導体公称断面積）

銘板記載の定格電流値で使用できる長さの目安

～ 5A 5 ～ 10A 10 ～ 15A

1.25mm2 30m 15m 10m

2.0mm2 50m 30m 20m
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各部の名称および標準付属品

ダストバッグ

ブレードケース センタカバー

安全カバー

刃口板

ロックレバー

たてバイス

ガイド
フェンス

ターンベース

ベース アジャストボルト

通電ランプ ライトスイッチ

ダストノズル

レバー

補助プレート

レンチホルダ

ハンドル

ライト
スイッチの引金

レーザースイッチ
（LS0612FL のみ）

ブラシホルダ
キャップ
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各部の名称および標準付属品

標準付属品
・ ダストバッグ

・ ボックスレンチ 10

・ 三角定規

・ たてバイス

・ ノコ刃（本機取付）

・ 六角棒レンチ 2.5

・ 補助プレート

別販売品のご紹介

・ 別販売品の詳細につきましてはカタログを参照していただくか、お買い上
げ販売店もしくは、裏表紙掲載の当社営業所へお問い合わせください。

・ ミニ補助ローラ
部品番号 A-11259

・ ショルダベルト
部品番号 166058-0

・ クイックミニ補助ローラ
部品番号 A-47450

・ セーフティゴーグル
部品番号 191686-2

・ アルミ用チップソー
部品番号 A-48474



11

使い方

補助プレートの取り付け
・ ベースの後部の溝に付属のボックスレンチで六角ボルトを確実に締め付け

てください。
・ 補助プレートは工場出荷時に取り付

けてあります。

ボックスレンチの収納
・ ボックスレンチはアーム後面のレン

チホルダに収納してください。

ベース

六角ボルト

補助
プレート

ナット

アーム

レンチ
ホルダ
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使い方

本機の設置
・ 出荷時には本機が下限位置に固定し

てあります。ハンドル部を少し押え、
ストッパピンを引いて固定を解除し
てください。

・ 傾斜のない平坦な場所に設置します。
より安定させるためにはベースの穴
を利用して 2 本のボルトで本機を固定
してください。

・ 本機を安定させるため、アジャストボ
ルトを左右にまわして床に接触する
ように調整してください。

ノコ刃の取り付け・取りはずし方

警告
ノコ刃の取り付け・取りはずしの際は、必ずスイッチを切り電源プラグを電
源コンセントから抜いてください。
・ 電源プラグを電源コンセントにつないだまま行うと、事故の原因になります。

注意
ノコ刃を取り付けるときは、本機に付いている矢印とノコ刃に付いている矢
印の方向を合わせてください。
・ 矢印に合わせないと、ノコ刃の回転方向が逆回転となり、刃先を傷めたり、けが

の原因となります。

ノコ刃の着脱は付属のボックスレンチ以外の工具は使わないでください。
・ 締め過ぎや締め付け不足となり、けがの原因となります。

ストッパピン
ハンドル

ボルト

アジャストボルト

上がる下がる
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使い方

取りはずし方
・ 本機が上がった位置で、ストッパピン

（12 ページ参照）を押し込み、本機が
下がらないように固定してください。

・ センタカバーを固定している六角ボ
ルトをボックスレンチでゆるめ、安全
カバーを持ち上げ、センタカバーを開
いてください。

・ ノコ刃を締め付けている六角ボルトにボックスレンチを差し込み、シャフ
トロックを押し付けながらボックスレンチを右方向に回して六角ボルト

（左ネジ）をゆるめ、六角ボルト、アウタフランジ、ノコ刃をはずしてくだ
さい。

センタカバー

ボックス
レンチ

安全カバー

六角ボルト

シャフトロック

ブレードケース

六角ボルト（左ネジ）

ボックスレンチ
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使い方

取り付け方
・ ノコ刃の取りはずし方の要領でセン

タカバーを開き、六角ボルトとアウタ
フランジをはずしてください。

・ ブレードケースの矢印とノコ刃の回
転方向を合わせて、ノコ刃取り付け軸
にインナフランジ→ノコ刃→アウタ
フランジ→六角ボルト（左ネジ）の順
に取り付けてください。

・ 六角ボルトにボックスレンチを差し込み、シャフトロックを押し付けなが
らボックスレンチを左方向に回して、六角ボルト（左ネジ）をしっかり締
め付けてください。

・ 安全カバーを元の状態に戻し、センタ
カバーを六角ボルトでしっかり固定
してください。

・ ストッパピンを引いて、本機の固定を
解除してください。

・ ハンドル部を下げて、安全カバーが正常
に作動することを確認してください。

・ 安全カバーはハンドルを下げると自
動的に上がり、ハンドルを上げると元
に戻ります。

アウタ
フランジ

インナ
フランジ

六角ボルト
（左ネジ）

ノコ刃
取り付け軸

ノコ刃

ブレードケース

ボックスレンチ

シャフトロック

六角ボルト（左ネジ）

センタカバー

ボックス
レンチ

安全
カバー

六角ボルト
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使い方

ダストバッグ
・ ダストバッグをダストノズルに差し

込んでください。
・ ダストバッグは早めに掃除してください。
・ 掃除するときは、ダストバッグを取り

はずしファスナを引き抜き、中の切り
屑を捨ててください。ダストバッグ
は、口元を回しながら引き抜くとはず
しやすくなります。

・ ダストバッグの代わりに、当社集じん
機を使用していただきますと、より衛
生的な作業ができます。

ダスト
ノズル

ダストバッグ

ファスナ
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使い方

刃口板の調整

・ ターンベースに取り付けてある刃口板
は、直角切断と傾斜切断では、ノコ刃
側面の位置が変るため、左右方向に調
整できるようになっています。

・ 工場出荷時は、ノコ刃と接触しない位
置に刃口板が取り付けてあります。ご
使用前にノコ刃と刃口板が一致するよ
うに、次の手順で調整してください。

・ 刃口板を固定している小ネジ（左右各
2 本）をゆるめ、刃口板が手で容易に
動く程度に締めなおしてください。

・ ハンドルを下げ、本機固定用のストッパピンを押して本機を下限位置に固
定し、２本のスライド軸固定用ツマミネジをゆるめてください。

・ 本機を一番手前の位置にスライドさせて、刃口板がノコ刃の刃先側面に軽
く触れる位置に動かして手前の小ネジを仮締めしてください。

・ 本機をガイドフェンス側へスライドさせて、前記と同様に調整し、ガイド
フェンス側の小ネジを仮締めします。

・ 左右の刃口板の仮締めが終りましたら、ストッパピンを引いて本機を上げ、
刃口板固定用の小ネジをしっかり締め付けてください。

注
･ ノコ刃の傾斜角度をかえるときは、その都度ノコ刃と刃口板が一致するよ

うに、刃口板を調整してください。

警告
刃口板の調整の際は、必ずスイッチを切り電源プラグを電源コンセントから
抜いてください。
・ 電源プラグを電源コンセントにつないだまま行うと事故の原因になります。

スライド軸固定用
ツマミネジ

刃口板

ノコ刃

刃口板

左傾斜切断 直角切断 右傾斜切断
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使い方

ノコ刃の下限位置決め調整
・ 外径 165mm のノコ刃を基準にしてノ

コ刃の下限位置を調整してあります。
165mm 以外のものを使用するときは、
材料の切り残しが生じないように、下
限位置を調整してください。

・ 本機をガイドフェンス側いっぱいま
でスライドさせ、ハンドルをいっぱい
に下げてください。

・ 下限位置調整ボルトをボックスレン
チで回して、ノコ刃の外周がガイド
フェンス面とターンベース上面の交
差する位置より下がった位置に調整
してください。

注
･ ノコ刃を取り替えたときは、ノコ刃が

下限位置でターンベース底面にあたる
恐れがありますので、ノコ刃の下限位
置をご確認のうえご使用ください。

下限位置調整ボルト

ターン
ベース

ガイド
フェンス

ノコ刃外周

ガイド
フェンス

ターン
ベース上面
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使い方

ストッパアームの使い方
・ ブレードケースのツマミネジを調整

することによりノコ刃の下限位置を
簡単に変えることができます。

・ ツマミネジの調整は、次の手順で行っ
てください。

（1）ストッパアームを矢印の方向にス
ライドさせてください。

（2）ノコ刃がご希望の下限位置で止ま
るようにツマミネジを回して調整
してください。

（3）ハンドルを下げたとき、ノコ刃がご
希望の下限位置で止まることを確
認してください。

・ 表の材料を切断する場合は、ストッパアームを使うと材料に本機が接触せ
ずに切断できます。（当て木を使用した場合の切断材料厚さです。）

ミニサブフェンスの使い方

・ 本機はガイドフェンスにミニサブ
フェンスが付いています。直角及び左
傾斜切断時に材料の案内面が広くと
れます。

・ ガイドフェンスには10mmごとに目盛
が付いています。切り落とし寸法の目
安になります。

ノコ刃傾斜角度 切断材料厚さ

直角 46mm ～ 55mm

左 45 ° 30mm ～ 36mm

右 45 ° 15mm ～ 20mm

警告
右傾斜切断時はミニサブフェンスを右に回してガイドフェンス内におさめて
から作業してください。
・ 本機及びノコ刃がミニサブフェンスにあたりけがの原因になります。

ツマミネジ

ストッパアーム

ミニサブフェンス

目盛
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使い方

角度切断の切断角度設定
・ 本機はターンベースが左 47 °、右 57°

まで回転します。
・ ターンベース固定用のツマミネジをゆ

るめ、ロックレバーを引き上げてター
ンベースを動かしてください。ターン
ベースの▼部を角度目盛に合わせ、ツ
マミネジをしっかり締め付け、ターン
ベースを固定してください。

・ ターンベースには0°および左右15°、
22.5°、30°、45°に角度ストッパが
ついています。
この角度にセットしたいときはロックレバーを引き上げて、角度ストッパを
解除し、ターンベースを回転させ、ロックレバーをはなします。
ターンベースが回転しないことを確認し、ツマミネジをしっかり締めます。

注
･ 切断角度を変えるときは、ハンドル部が上がった状態で行なってください。
･ 角度を変えた後は、ターンベースが動かないようにツマミネジで確実に固

定してください。

▼部

角度目盛 ターン
ベース

ツマミネジ

ロックレバー
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使い方

傾斜切断の切断角度設定
ノコ刃傾斜角度　左右 0 ～ 45°までの設定
・ 本機後部にあるレバーをゆるめてく

ださい。
・ 左傾斜の場合は、本体を左方向に傾斜

させ、▼部をアームの角度目盛に合わ
せ、レバーをしっかり締め付け、アー
ムを固定してください。

・ 右傾斜の場合は、レバーをゆるめた後
に、少し左方向に傾斜させアーム側面
のリリースボタンを押してください。
そして、リリースボタンを押したまま
右方向に傾斜させてください。

ノコ刃傾斜角度　左右 46°の設定
・ レバーをゆるめて左45°または右45°

に傾斜させます。
・ 左傾斜の場合は少し右傾斜方向にもど

し、リリースレバーを矢印の方向に動か
してください。そしてリリースレバーを
動かしたまま左方向に傾斜させると 45
～約 46°までの傾斜ができます。

・ 右傾斜の場合は少し左傾斜方向にも
どし、リリースレバーを矢印の方向に
動かしてください。そしてリリースレ
バーを動かしたまま右方向に傾斜さ
せると 45 ～約 46°までの傾斜ができ
ます。

・ 最後にレバーを締め付けます。

レバー

ゆるむ

しまる

リリースボタン

角度目盛

アーム

▼部

リリースレバー
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使い方

材料の固定

たてバイスの使い方
・ バイスは、ガイドフェンスの左右 2 箇

所に取り付けられます。バイスロッド
は、ガイドフェンスのツマミネジで固
定します。

・ 材料の厚さ等に合わせてバイスアー
ムの位置を決め、ツマミネジでバイス
アームを固定してください。

・ ハンドルを下げたとき、またスライド
させたときにバイスが本機のどこに
も接触しないことを確認してくださ
い。もしバイスが本機の一部に接触す
るときは、バイスロッドおよびバイス
アームの位置をかえてください。

・ 材料をガイドフェンスとターンベースに密着させ、材料の切断位置を合わ
せ、ノブを右に回して材料を固定してください。

・ たてバイスで固定できる最大材料厚さは、55mm です。
・ 材料厚さ 50ｍｍ を越える場合は、たてバイスを 10ｍｍ ほど上に上げ、バ

イスロッドの下側の溝を利用しツマミネジで固定して使用ください。

注意
材料の固定は確実に行ってください。
・ 材料の固定が不十分な場合、材料が飛ばされけがの原因になります。

バイスアーム

バイス
ロッド

ノブ

ガイド
フェンス

ターン
ベース

バイスロッド

ツマミネジ

溝
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使い方

左傾斜時に、ガイドフェンスの左側でバイスを使用する場合
・ ターンベース角度 0°で、左傾斜角度が 25°をこえる場合において、ガイ

ドフェンスの左側でバイスを使用する時は、バイスロッドが下のスライド
のさまたげになるため、以下の操作により上のスライドのみで材料を切断
してください。

・ 上のスライドのみを使用する場合は、幅 193ｍｍ の材料が切断できます。
・ 本機の下のスライドをガイドフェン

ス側いっぱいまでスライドさせて下
のスライド軸のみツマミネジで固定
してください。

・ 30 ページ「傾斜切断」の項を参照し
てお使いください。

ツマミネジ
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使い方

スイッチの操作

・ スイッチは引金を引くと入り、離すと
切れます。

警告
電源コンセントに電源プラグを差し込む前に、スイッチが切れていることを
必ず確認してください。
・ スイッチを入れたまま電源プラグを差し込むと急に回りだし、事故の原因になります。

スイッチの引金
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使い方

ライトの使い方

・ ライトのスイッチは I 側を押すと点灯
し、O 側を押すと消灯します。

・ 照明位置を変えるにはライトを動か
してください。

注
･ ライトレンズ部に付着したゴミは、柔らかい布等で拭き取り、キズが付か

ないように注意してください。ライトレンズ部にキズが付くと、照度低下
の原因になります。

警告
本機は防水構造ではありません。水洗いしたり、雨中や湿気の多いところで
使用しないでください。
・ 感電や発煙のおそれがあります。

注意
ライト点灯時、および消灯直後はライトレンズ部が高温になっているため、
触れないでください。
・ やけどの原因になります。

ライトに強い衝撃を加えないでください。
・ ライトの損傷や寿命低下の原因になります。

目に光を当て続けないでください。
・ 目を傷める原因となります。

点灯したまま、布やダンボール等をかぶせないでください。
・ 発火の恐れがあります。

ライトスイッチ

 I 側

O 側

ライト
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使い方

通電表示ランプ
・ 電源プラグを電源コンセントにつな

ぐと通電表示ランプ（緑色）が点灯し
ます。

・ 次のような症状がでた場合には、必ずお買い上げ販売店または裏面掲載の
当社営業所にお申し付けください。

症状 原因

①

･ 電源プラグを電源コンセントに
つないでも通電表示ランプ（緑
色）が点灯せず、スイッチを入
れても作動しない。

･ 電源コードの故障です。

②
･ 通電表示ランプ（緑色）は点灯

しているがスイッチを入れても
作動しない。

･ カーボンブラシの寿命、モータ
あるいはスイッチの故障です。

③

･ 電源プラグを電源コンセントに
つないでも通電表示ランプ（緑
色）が点灯せず、スイッチを入
れると作動する。

･ 通電表示ランプの故障です。

通電ランプ
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使い方

レーザーの使い方（LS0612FL のみ）

・ レーザーのスイッチは I 側を押すと点
灯し、 O 側を押すと消灯します。

・ ツマミネジを下記手順で操作するこ
とによって、レーザーラインをノコ刃
の左側、または右側に移動させること
ができます。
1.ツマミネジを少し緩めます。
2.その状態でツマミネジを右または左

に止まるまでスライドさせます。
3.止まった位置でツマミネジをしっか

り締め付けます。
・ レーザーラインの位置は、ノコ刃側面

（切断位置）から 1mm 以内になるよう
に、出荷時に調整してあります。

・ より正確に位置合わせをする場合は、37 ページの手順でレーザーラインを
調整してください。

注
･ ツマミネジは緩めすぎないようにしてください。
･ 屋外や屋内の窓際作業で、太陽光によりレーザーラインが薄く見えにくい

場合は、太陽光が直接当たらない場所で作業してください。

注意
レーザー光（ビーム）を直接のぞきこまないでください。
・ レーザー光が目に直接当たると、目を傷める原因になります。

レーザースイッチ

 I 側

O 側

ツマミネジ

しまるゆるむ
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使い方

レーザーラインの合わせ方（LS0612FL のみ）
切断用途によりレーザーラインはノコ刃の左側、または右側の墨線に合わせる
ことができます。（レーザーラインの移動方法については｢レーザーの使い方｣
の項目を参照してください。）

注
･ 複合切断（ノコ刃傾斜左 45°、ターンベース角度を右 45°方向にした場

合）においてガイドフェンス側でレーザーで墨線合わせをする場合はあて
木をしてください。

A（材料の左側）の長さが必要な場合
・ ノコ刃の左側にレーザーラインを移

動させます。
B（材料の右側）の長さが必要な場合
・ ノコ刃の右側にレーザーラインを移

動させます。
・ レーザーラインに墨線を合わせます。

（切断方法については｢切断方法｣の項
目を参照してください。）
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使い方

切断方法

1. 押し切り切断（小物材の切断）

・ 高さ 46mm ×幅 92mm までの材料が切断できます。
・ 本機をガイドフェンス側いっぱいま

でスライドさせて上下のスライド軸
固定用ツマミネジで本機を固定して
ください。

・ 切断角度を設定した後、材料をガイド
フェンスとターンベースに密着させ
材料の切断位置を合わせてバイスで
確実に固定してください。

・ ハンドルを握りノコ刃が材料に触れな
い状態でスイッチを入れてください。
ノコ刃の回転が上昇し、安定してから
ハンドルを軽く押え、静かに下限位置まで下げて切断してください。

・ 材料を切り終わったら、その位置でスイッチを切り、ノコ刃の回転が完全
に止まってからハンドルを上げてください。

注意
無理にハンドルを押えつけたり、左右に強い力を加えないでください。
・ モータに無理がかかるばかりでなく本機に強い反発力を生じ、けがの原因になり

ます。

注意
スライド軸固定用のツマミネジをしっかり締めつけてください。
・ 本機の固定が不十分な場合は、本機に反発力を生じけがの原因になります。

スライド軸
固定用
ツマミネジ
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使い方

2. スライド切断（幅広材の切断）

・ 下記の材料が切断できます。
高さ 46mm ×幅 312mm または、
高さ 55mm ×幅 275mm

（当て木 20mm）。
・ 上下のスライド軸固定用ツマミネジ

をゆるめて本機のスライド固定を解
除してください。

・ 切断角度を設定した後、材料をガイド
フェンスとターンベースに密着させ、
材料の切断位置を合わせてバイスで
確実に固定してください。

・ ハンドルを握り、本機を手前側いっぱ
いまで引き戻してください。

・ 本機を手前側いっぱいまで戻した状
態で、ハンドルを握りスイッチを入れ
てください。

・ ノコ刃の回転が上昇し、安定してから
ハンドルを軽く押え、静かに下限位置まで下げ、その状態を保ちながらガ
イドフェンス側へ本機をスライドさせて切断してください。

・ 材料を切り終ったら、その位置でスイッチを切り、ノコ刃の回転が完全に
止まってからハンドルを上げてください。

注
･ スライド切断中は、スライドを途中で止めないでください。スライドを途

中で止めると、切断面にノコ刃の傷が深く付いたり、切断精度が悪くなり
ます。

･ ストッパピンを押し込み本機を下側に固定した状態で、スライド切断しな
いでください。

警告
ノコ刃回転中に、スライド軸固定用のツマミネジを操作しないでください。
・ けがの原因になります。

注意
必ず本機を手前側いっぱいまで戻した状態で切断してください。
・ 本機を手前側いっぱいまで戻さずに押し切りしたり、手前に引きながら

スライド切断しますと本機に反発力を生じけがの原因になります。

スライド軸固定用
ツマミネジ

1. 手前に引く

2. 静かに
下げる

3. スライド
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使い方

3. 角度切断（ターンベース回転）
・ 19 ページ「角度切断の切断角度設定」の項を参照してください。

4. 傾斜切断

・ 下記の材料が切断できます。

・ アーム固定用のレバーをゆるめ傾斜
角度を設定してください。20 ページ

「傾斜切断の切断角度設定」の項を参
照してください。

・ 「押し切り切断」「スライド切断」と同
様に材料を固定します。

・ 左傾斜時は、22 ページ「左傾斜時に、
ガイドフェンスの左側でバイスを使
用する場合」を参照してください。

・ スイッチを入れハンドルをノコ刃と
平行な方向（ノコ刃の傾斜した方向）
へ軽く押え、静かに下限位置まで下
げ、その状態のままガイドフェンス側へスライドさせて切断してください。

・ 材料を切り終わったら、その位置でスイッチを切り、ノコ刃の回転が完全
に止まってからハンドルを上げてください。

注
･ ハンドルを操作するときは、ノコ刃と平行な方向に力を加えてください。

ターンベースと垂直な方向に力を加えたり、切断途中で力の加わる方向が
変わると切断精度が悪くなります。

警告
必ずノコ刃が完全に停止してからハンドルを上げてください。
・ 切り落とし側の材料がノコ刃に巻き込まれ飛散しけがの原因になります。

左 45 ﾟ傾斜時 高さ 30mm ×幅 312mm

右 45 ﾟ傾斜時 高さ 15mm ×幅 312mm
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使い方

5. 複合切断（角度切断＋傾斜切断）
・ ターンベースによる角度設定とノコ刃による傾斜角度設定を組合わせるこ

とによって表に示す範囲の複合切断ができます。

・ 下記の材料が切断できます。

・ 角度切断（押し切り切断、スライド切断）および傾斜切断の項を参照して
お使いください。

角度切断 傾斜切断

左右 45°の時 左右 45°まで

右 50°の時 左 20°右 45°まで

右 57°の時 左 10°右 45°まで

ターンベース角度
左右 45 °

左 45 °傾斜時 高さ 30mm ×幅 215mm

右 45 °傾斜時 高さ 15mm ×幅 215mm
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使い方

6. 配付けだるき加工
・ 複合切断により、下記寸法の角材までの配付けだるきの加工ができます。

・ 配付けだるきの隅木胴付部は、図に示す a 部と b 部があります。ターンベー
ス回転方向により、下記のように a 部と b 部になります。

屋根勾配に合った切断角度（ターンベースの角度・ノコ刃の傾斜角度）を下の
表より設定してください。

配付けだるき加工表

・ 屋根勾配 3 寸 5 分をこえる場合は 47°を越えるため、ターンベース右方向
で作業してください。

・ 「押し切り切断」と同様に本機のスライドおよび材料を固定して切断してください。

当て木なし 43mm 角材

当て木あり（厚さ 20mm） 50mm 角材

ノコ刃左傾斜

ターンベース左方向 ターンベース右方向

屋根勾配 2 寸 2 寸 5 分 3 寸 3 寸 5 分 4 寸 4 寸 5 分 5 寸 5 寸 5 分

ターンベース
の角度

45.6° 45.9° 46.2° 46.7° 47.1° 47.6° 48.2° 48.8°

ノコ刃の傾斜
角度

8° 10° 11.5° 13.5° 15° 17° 18.5° 20°

隅木

a
b

配付けだるき

桁

柱

桁

a
b

a

b
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使い方

7. アルミサッシの切断

・ アルミサッシ等バイスで直接締め付けると容易に変形する材料は、材料の
形状に合わせた当て木や治具を使用して、材料が変型しないようにしてか
ら切断してください。

・ アルミサッシの切断に際しては、材料に
軽油やスプレー潤滑材など切削油を塗
布してください。

注意
当て木や治具を使用しても確実に固定できないものは、切断しないでください。
・ 材料の固定が不安定となり、けがの原因になります。

丸棒など断面が中空でないもの、肉厚が大きいものは、切断しないでください。
・ 本機に反発力を生じ、けがの原因になります。

ガイドフェンス

当て木

アルミ
サッシ

たてバイス

当て木
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使い方

8. 当て木を利用しての切断
・ 高さが 46mm ～ 55mm の材料を切断されるときは、ガイドフェンス側に切

り残しがでないようにするため当て木を利用してください。
・ 当て木は、厚さが均一でそりのない材料を使用しガイドフェンスの取り付

け穴を利用して 4mm のネジで取り付けてください。

高さ 55mm の材料を切断するときの当て木厚さ

溝を入れる加工
・ ノコ刃の下限位置をブレードケース

のツマミネジで調整することにより、
図に示すような溝加工ができます。

（18 ページ「ストッパアームの使い方」
の項を参照してください。）
溝を入れる場合は、55mm 以上の当て
木を使用してください。

・ スライド切断で溝を加工したのち、斜
線部は、のみ等で取り除いてください。

注
･ 溝加工の際、加える力の大きさにより溝深さが変わることがあります。

ターンベース角度 当て木厚さ

0 ° 20mm 以上

左右 45 ° 15mm 以上

左 57 ° 10mm 以上

取付穴

当て木の中心
取付穴

410mm

120mm 65mm 50mm 65mm

当て木厚さ

22
m

m

40
m

m
～

50
m

m

9m
m

ノコ刃で溝を入れる
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使い方

本機の持ち運び
・ ノコ刃傾斜角度は 0°、ターンベース

角度は右 57°、スライドは手前側いっ
ぱいまで戻した位置でそれぞれスラ
イド軸固定用ツマミネジを締めて固
定してください。

・ ハンドルを下限位置まで下げて、アー
ム部のストッパピンを押し込み、本機
が上がらないように固定してくださ
い。ベース等をしっかり持って運んで
ください。

・ 本機のベースの両側を抱えるように
して、持ち運んでください。

ショルダベルト（別販売品）の取り付け方

・ ショルダベルトを使用すると本機の
持ち運びが楽になります。ブレード
ケースのフックにショルダベルトの
金具を取り付けてください。

注意
ショルダベルトを取り付けた状態で切断作業は行わないでください。
・ 巻き込み等けがの原因となります。

ショルダベルトの金具は確実にフックに取り付けてください。
・ 持ち運び時に金具がはずれけがの原因となります。

ストッパピン

ショルダベルト

フック
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保守・点検について

レーザーラインの位置調整（LS0612FL のみ）

1. 電源コードが電源につながっていないことを確認してください。
2. 材料を用意し、本機に乗せます。この

とき、たてバイス等で固定はしないで
ください。

3. モータ部を下ろし墨線と刃物の位置
を確認します。（お好みの墨線に対す
る切断位置を決めてください。）

4. 切断位置が決定したら、モータ部をも
とにもどし、材料が先程合わせた位置
から動かないように付属のたてバイ
スで固定します。

5. 電源を入れ、レーザーのスイッチを ON
にします。

6. レーザーラインの位置調整を以下の
ように行います。

警告
点検・整備の際には必ずスイッチを切り、電源プラグを電源コンセントから
抜いてください。
・ 電源プラグを電源コンセントにつないだまま行うと、感電や事故の原因になります。

警告
電源コンセントに電源プラグを差し込む前に、スイッチが切れていることを
必ず確認してください。
・ スイッチを入れたまま電源プラグを差し込むと急に動きだし事故の原因になります。

レーザーラインの位置調整は、電源プラグを電源コンセントに差し込んで
作業するため、スイッチの操作には十分注意してください。
・ 不意にスイッチの引金を引くとノコ刃が回転し、思わぬ事故の原因になります。

注意
レーザー光（ビーム）を直接のぞきこまないでください。
・ レーザーの光が目に直接当たると、目を傷める原因になります。

本機に強い衝撃を加えないでください。
・ レーザーラインの位置が狂ったり、レーザー発光部の損傷や寿命低下の原因にな

ります。

墨線

材料

たて
バイス
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保守・点検について

・ 2ヶ所の止めネジを付属の六角棒レンチでまわすことにより、ツマミネジの
スライド範囲が変わるため、レーザーラインとノコ刃側面の距離が調整で
きます。（出荷時はノコ刃側面から 1mm 以内に調整してあります。）

・ ツマミネジを緩めた後、それぞれ2ヵ所の止めネジを左にまわすとレーザー
ラインはノコ刃側面から遠ざかる方向に設定でき、右にまわすとノコ刃側
面に近づく方向に設定できます。

・ 26 ページの「レーザーの使い方」を参照してツマミネジを操作し、レーザー
ラインが墨線に合うように止めネジの位置を調整してください。

･ ノコ刃の右側のレーザーラインを調整する場合

･ ノコ刃の左側のレーザーラインを調整する場合

注
･ 定期的にレーザーラインの位置が狂っていないことを確認してください。
･ 不具合が生じた場合には、お買い上げの販売店または当社営業所にお申し

付けください。

止めネジ

レーザーラインノコ刃

移動

六角棒レンチ

ツマミネジ

六角棒レンチ

止めネジ

レーザー
ライン ノコ刃
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保守・点検について

切断角度の調整
・ 切断角度は出荷時に調整してありますが、万一輸送中やご使用中に狂いが

生じた場合は、次の手順で調整してください。

（1）角度切断時の角度調整
・ 本機をガイドフェンス側へスライドさ

せ、２本のスライド軸固定用ツマミネ
ジでスライド軸を固定してください。

・ ターンベース固定用のツマミネジを
ゆるめてください。

・ ターンベースの▼部とベースの角度
目盛 0°を合わせ、ターンベースを左
右に少し動かしてターンベースの位
置を安定させてください。（▼部と 0°
が一致しない場合がありますが、その
ままにしておいてください。）

・ ガイドフェンスを固定している4 本の
六角ボルトをボックスレンチ等でゆ
るめてください。

・ ハンドルを下げて、アーム部のストッ
パピンで固定してください。

・ ノコ刃側面とガイドフェンス面にカ
ネ尺または三角定規をあて、ノコ刃と
ガイドフェンスが直角になるように
ガイドフェンスを調整します。

・ ガイドフェンスが動かないように注
意しながら、六角ボルトを静かに右端
から順番に締め付けてください。

・ ターンベースの▼部と角度目盛の 0°
が一致しているか確認してください。
▼部と角度目盛の 0°が一致していな
いときは、小ネジをゆるめて▼部を角
度目盛の 0°に合わせてください。

警告
点検・整備の際には必ずスイッチを切り、電源プラグを電源コンセントから
抜いてください。
・ 電源プラグを電源コンセントにつないだまま行うと、感電や事故の原因になります。

ガイドフェンス

六角ボルト

小ネジ

▼部
角度目盛
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保守・点検について

注
チップは台金より少し突起しているためカナ尺、または三角定規をノコ刃に
当てるときは、チップを避けて台金に直接当ててください。

（2）傾斜切断時の角度調整（直角位置）
・ 本機をガイドフェンス側へスライド

させ、2 本のスライド軸固定用ツマミ
ネジでスライド軸を固定し、ハンドル
を下げてフロントアーム部のストッ
パピンで固定してください。

・ アーム後部のレバーをゆるめてくだ
さい。

・ アームホルダの六角ボルトをボック
スレンチで左に 2 ～ 3 回転させ、本機
を右方向に傾けてください。

・ ターンベース面とノコ刃の側面に三
角定規をあて、アームホルダの六角ボ
ルトを右に回してターンベースとノ
コ刃が直角になるように調整してく
ださい。

・ 調整が終りましたら、レバーをしっか
り締め付け本機を固定してください。

・ アームホルダの▼部とアームの角度
目盛の 0 ﾟが一致しているか確認して
ください。▼部と角度目盛の 0 ﾟが一
致していないときは、小ネジをゆるめ
て▼部を角度目盛の 0 ﾟに合わせてく
ださい。

六角ボルト レバー

アーム

三角定規

ターンベース面

ノコ刃

小ネジ

▼部

角度目盛
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保守・点検について

（3）傾斜切断時の角度調整（左右 45 ﾟ位置）
・ ターンベースとノコ刃とが直角に

なったときに、▼部がアームの角度目
盛の0ﾟに合っているか確認してくださ
い。（前項「傾斜切断時の角度調整（直
角位置）」の項を参照してください。）

・ レバーをゆるめて本機を左 45 ﾟに傾斜
させてください。

・ アームホルダ側面の六角ボルトを
ボックスレンチで左へ 2 ～ 3 回転さ
せて本機を左へ傾けてください。

・ ターンベースとノコ刃の側面に三角定
規をあて、アームホルダ側面の六角ボ
ルトを右へ回してターンベースとノコ
刃が 45 ﾟになるように調整してくださ
い。

・ 同じように右 45 ﾟ傾斜位置も調整して
ください。

安全カバーの動作点検と整備
・ 安全カバーは、ハンドルを下げると自動的

に上がり、切り終ってハンドルを上げる
と、元に戻ります。この安全カバーの動作
が不完全なまま使用したり、故意に任意の
位置で固定して使用することは法令によ
り禁止されています。けが等の事故を防ぐ
ため正常な状態で使用してください。動作
が異常なときは速やかに修理に出してく
ださい。安全カバーに切り粉などが付着し
てノコ刃先が見にくくなったときは湿っ
た布で切り粉などを拭きとってください。

左 45°傾斜調整ボルト

右 45°傾斜調整ボルト

ノコ刃

三角定規

安全カバー
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保守・点検について

アジャストブロックの高さ調整
・ アジャストブロックの高さは、出荷時

に調整してありますが、万一輸送中や
ご使用中に狂いが生じましたら、次の
手順で調整をして、材料を水平に置く
ことができるようにしてください。

・ ターンベース面に定規または三角定
規を当て、付属の六角棒レンチで 2ヶ
所の止めネジを回して、アジャストブ
ロックをターンベースの高さに合わ
せてください。六角棒レンチを右に回
すとアジャストブロックは上がり、左
に回すと下がります。

レーザー発光部の清掃（LS0612FL のみ）
・ レーザー発光部のレンズに、切りくずなどが付いてレーザーラインが見え

にくくなった場合は、レーザー発光部のレンズを取り外し、柔らかい布に
水または水で薄めた水性洗剤を含ませて軽く拭きとってください。

注
･ シンナー、ガソリン等の揮発性の溶剤でレンズを拭かないでください。レ

ンズが変形したり、くもりが生じ、レーザーラインが見えなくなります。

アジャストブロック

止めネジ

ターン
ベース

六角棒レンチ

三角定規

上がる
下がる
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保守・点検について

レーザー発光部のレンズの取りはずし方（LS0612FL のみ）
・ ノコ刃取りはずしの要領で、ノコ刃を

取りはずします。

・ ドライバでネジを（1ヶ所のみ）緩
めます。

・ レーザー発光部のレンズを引き抜き
ます。（抜けない場合はさらにネジを
緩めてから、引き抜いてください。ネ
ジは完全にはずさないでください。）

ドライバ

ネジ
（1ヶ所のみ）

レーザー発光部
のレンズ
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保守・点検について

カーボンブラシの点検および交換

カーボンブラシの点検
・ カーボンブラシは定期的に、取りはず

して点検してください。カーボンブラ
シが限界摩耗線まで摩耗したら新品と
取り替えてください。このとき、カー
ボンブラシがブラシホルダ内で前後に
スムーズに動くか確認してください。

カーボンブラシの交換
・ ドライバでブラシホルダキャップ

を取りはずしてください。
・ 中から摩耗したカーボンブラシを取り

出し、新品と取り替えて、ブラシホルダ
キャップを組み付けてください。このと
き、カーボンブラシがブラシホルダ内で
前後にスムーズに動くか確認してくだ
さい。カーボンブラシは 2 個で 1 組に
なっております。取り替える場合は、必
ず左右とも同時に行なってください。

注
･ 新品と交換の際は、必ず当社指定のカーボンブラシをご使用ください。指定

以外のカーボンブラシを使用するとブレーキがかからないことがあります。

本機のお手入れ
・ 乾いた布か石けん水をつけた布できれいに拭いてください。

注
･ ガソリン、ベンジン、シンナー、アルコール等は変色、変形、ひび割れの

原因となりますので使用しないでください。

ご修理の際は
・ 修理はご自分でなさらないで、必ずお買い上げ販売店または裏面掲載の当

社営業所にお申し付けください。

警告
点検・整備の際には必ずスイッチを切り、電源プラグを電源コンセントから
抜いてください。
・ 電源プラグを電源コンセントにつないだまま行うと、感電や事故の原因になります。

限界摩耗線

ブラシホルダ
キャップ

ドライバ



愛知県安城市住吉町 3-11-8 〒 446-8502
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函 館 営 業 所 〈0138〉(49) 9273

苫小牧営業所 〈0144〉(68) 2100

帯 広 営 業 所 〈0155〉(36) 3833

北 見 営 業 所 〈0157〉(26) 9011

仙 台 支 店 〈022〉(284) 3201

仙 台 営 業 所 〈022〉(284) 3201

古 川 営 業 所 〈0229〉(24) 0698

青 森 営 業 所 〈017〉(764) 4466

八 戸 営 業 所 〈0178〉(43) 3321

盛 岡 営 業 所 〈019〉(635) 6221

水 沢 営 業 所 〈0197〉(22) 5101

郡 山 営 業 所 〈024〉(932) 0218

いわき営業所 〈0246〉(23) 6061

福 島 営 業 所 〈0243〉(22) 1204

新 潟 支 店 〈025〉(247) 5356

新 潟 営 業 所 〈025〉(247) 5356

長 岡 営 業 所 〈0258〉(30) 5530

山 形 営 業 所 〈023〉(643) 5225

酒 田 営 業 所 〈0234〉(26) 3551

秋 田 営 業 所 〈018〉(863) 5205

宇 都 宮 支 店 〈028〉(634) 5295

宇都宮営業所 〈028〉(634) 5295

小 山 営 業 所 〈0285〉(25) 5559

水 戸 営 業 所 〈029〉(248) 2033

土 浦 営 業 所 〈029〉(821) 6086

関東物流センター 〈048〉(771) 3451

埼 玉 支 店 〈048〉(777) 4801

さいたま営業所 〈048〉(777) 4801

川 越 営 業 所 〈049〉(222) 2512

熊 谷 営 業 所 〈048〉(521) 4647

越 谷 営 業 所 〈048〉(976) 6155

前 橋 営 業 所 〈027〉(232) 5575

高 崎 営 業 所 〈027〉(365) 3688

両 毛 営 業 所 〈0276〉(46) 7661

千 葉 支 店 〈043〉(231) 5521

千 葉 営 業 所 〈043〉(231) 5521

市 川 営 業 所 〈047〉(328) 1554

成 田 営 業 所 〈0476〉(73) 8101

木更津営業所 〈0438〉(23) 2908

柏 営 業 所 〈04〉(7175) 0411

東 京 支 店 〈03〉(3816) 1141

東 京 営 業 所 〈03〉(3816) 1141

中 野 営 業 所 〈03〉(3337) 8431

足 立 営 業 所 〈03〉(3899) 5855

大 田 営 業 所 〈03〉(3763) 7553

江戸川営業所 〈03〉(3653) 5171

多 摩 営 業 所 〈042〉(384) 8411

立 川 営 業 所 〈042〉(542) 1201

横 浜 支 店 〈045〉(472) 4711

横 浜 営 業 所 〈045〉(472) 4711

川 崎 営 業 所 〈044〉(811) 6167

平 塚 営 業 所 〈0463〉(54) 3914

相模原営業所 〈042〉(757) 2501

湘 南 営 業 所 〈0466〉(87) 4001

静 岡 支 店 〈054〉(281) 1555

静 岡 営 業 所 〈054〉(281) 1555

沼 津 営 業 所 〈055〉(923) 7811

浜 松 営 業 所 〈053〉(464) 3016

甲 府 営 業 所 〈055〉(276) 7212

金 沢 支 店 〈076〉(249) 5701

金 沢 営 業 所 〈076〉(249) 5701

七 尾 営 業 所 〈0767〉(52) 3533

富 山 営 業 所 〈076〉(451) 6260

高 岡 営 業 所 〈0766〉(21) 3177

福 井 営 業 所 〈0776〉(35) 1911

岐 阜 支 店 〈058〉(274) 1315

岐 阜 営 業 所 〈058〉(274) 1315

多治見営業所 〈0572〉(22) 4921

松 本 営 業 所 〈0263〉(85) 4751

長 野 営 業 所 〈026〉(225) 1022

上 田 営 業 所 〈0268〉(22) 6362

飯 田 営 業 所 〈0265〉(24) 1636

名 古 屋 支 店 〈052〉(419) 0561

名古屋営業所 〈052〉(419) 0561

一 宮 営 業 所 〈0586〉(75) 5382

東名古屋営業所 〈0561〉(73) 0072

知 多 営 業 所 〈0569〉(48) 8470

岡 崎 営 業 所 〈0564〉(22) 2443

豊 橋 営 業 所 〈0532〉(46) 9117

四日市営業所 〈059〉(351) 0727

津 営 業 所 〈059〉(232) 2446

伊 勢 営 業 所 〈0596〉(36) 3210

京 都 支 店 〈075〉(621) 1135

京 都 営 業 所 〈075〉(621) 1135

福知山営業所 〈0773〉(23) 7733

大 津 営 業 所 〈077〉(545) 5594

彦 根 営 業 所 〈0749〉(22) 6184

大 阪 支 店 〈06〉(6351) 8771

大 阪 営 業 所 〈06〉(6351) 8771

東大阪営業所 〈06〉(6746) 7531

関西物流センター 〈0725〉(46) 6715

南大阪営業所 〈0725〉(46) 6611

奈 良 営 業 所 〈0742〉(61) 6484

橿 原 営 業 所 〈0744〉(22) 2061

和歌山営業所 〈073〉(471) 4585

田 辺 営 業 所 〈0739〉(25) 1027

沖 縄 営 業 所 〈098〉(874) 1222

兵 庫 支 店 〈0794〉(82) 7411

三 木 営 業 所 〈0794〉(82) 7411

尼 崎 営 業 所 〈06〉(6437) 3660

神 戸 営 業 所 〈078〉(672) 6121

姫 路 営 業 所 〈079〉(281) 0204

広 島 支 店 〈082〉(293) 2231

広 島 営 業 所 〈082〉(293) 2231

福 山 営 業 所 〈084〉(923) 0960

三 原 営 業 所 〈0848〉(64) 4850

岡 山 営 業 所 〈086〉(243) 4723

宇 部 営 業 所 〈0836〉(31) 4345

徳 山 営 業 所 〈0834〉(21) 5583

鳥 取 営 業 所 〈0857〉(28) 5761

松 江 営 業 所 〈0852〉(21) 0538

高 松 支 店 〈087〉(867) 6411

高 松 営 業 所 〈087〉(867) 6411

徳 島 営 業 所 〈088〉(626) 0555

松 山 営 業 所 〈089〉(951) 7666

宇和島営業所 〈0895〉(22) 3785

高 知 営 業 所 〈088〉(884) 7811

福 岡 支 店 〈092〉(411) 9201

福 岡 営 業 所 〈092〉(411) 9201

北九州営業所 〈093〉(551) 3481

飯 塚 営 業 所 〈0948〉(26) 3361

久留米営業所 〈0942〉(43) 2441

佐 賀 営 業 所 〈0952〉(30) 6603

長 崎 営 業 所 〈095〉(882) 6112

佐世保営業所 〈0956〉(33) 4991

熊 本 支 店 〈096〉(389) 4300

熊 本 営 業 所 〈096〉(389) 4300

八 代 営 業 所 〈0965〉(43) 1000

大 分 営 業 所 〈097〉(567) 3320

宮 崎 営 業 所 〈0985〉(26) 1236

鹿児島営業所 〈099〉(267) 5234

沖 縄 営 業 所 大阪支店の欄をご覧

ください。

事業所名 電話番号 事業所名 電話番号 事業所名 電話番号

882465B6


